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写真展の錮簿ぼ動を絶|も
財賀寺およびその周辺はシイを中心とする照葉樹林、スギ・ヒノキの植林、伐採跡の草地など多様
な環境です。そこにニホンザル ・ニホンジカ ・イノンシ・タヌキ・テンなど多くの野生哺乳類が生思
しています。財賀寺境内に定点観察地を設け、彼らの生態を2004,9か ら1年余にわたリセンサーカ
メラで追跡しました。
本展ではその記録と以前に撮影した財賀寺に多く生息するムササビの写真を展示します。東三河南
部の里山に生息する野生哺乳類の生息実態を知っていただければ幸いです。
◆ 期  間    平 成 17年 12月 23日 (金)～ 平成 18年 1月 27(金 )
◆ 会  場    財 賀寺客殿 (ご自由にお上がり下さい)。i豊川市財賀町

拗1市十ルドサイン観察1会
財賀寺境内でフィール ドサイン (野生哺乳類の糞、巣、足跡、食痕など)を 観察します。
◆ 日  時    平 成 17年 12月 25日 (日)、平成 18年 1月 7日 (上)午 後 1時から約 2時間。

その後、ご希望の方にはムササビ観察を行います。各回定員 15名で実施。
参加について
参加費無料、要申込み (申込み先は神戸メール kanbune.∝ n.neづp又 は財賀寺御札授所)
持参するものは、筆記具 ・あれば双眼鏡。詳しいことは、申込み時にお知らせします。

神戸  教  :東 三河自然観察会会員
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本堂に現れた冬毛のテン
イノシシの自化 (アルビノ)電 体

本堂から滑空するムササビ

雄のニホンジカ


